
『
万

葉

の

母
』

「
母
」
の
語
を
中
心

こ
一

る

岡

田

喜
．
久
 
男

一

 
 
元
始
、
女
性
は
実
に
太
陽
で
あ
っ
た
。
真
正
の
人
で
あ
っ
た
。
今
、
女
性

 
は
月
で
あ
る
。
他
に
依
っ
て
生
き
、
他
の
光
に
よ
っ
て
輝
く
、
病
人
の
や
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ

 
な
蒼
白
い
顔
の
月
で
あ
る
。
倦
て
、
こ
㌧
に
…
…

r
明
治
四
十
四
年
九
月
発
刊
の
雑
誌
『
青
鞍
」
に
載
せ
ら
れ
た
平
塚
雷
鳥
（
明

子
）
の
右
の
一
文
は
、
近
代
女
性
の
覚
醒
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

今
日
、
女
性
は
病
め
る
月
で
は
決
し
て
な
い
が
、
太
陽
で
あ
る
か
と
問
わ
れ
れ

ば
、
肯
定
す
る
の
に
柳
か
た
め
ら
い
を
覚
え
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
れ
か

ら
考
究
し
よ
う
と
す
る
『
万
葉
の
母
」
が
太
陽
で
あ
る
と
言
う
の
で
は
な
い
、

然
し
な
が
ら
、
・
『
万
葉
集
』
を
手
に
す
る
入
は
誰
れ
し
も
、
集
中
の
女
性
が
美

し
く
輝
い
て
い
る
の
を
知
る
の
で
あ
る
。
日
本
最
古
に
し
て
，
四
千
五
百
余
首

の
彪
大
な
歌
数
を
誇
る
『
万
葉
集
』
は
、
そ
の
多
様
さ
に
お
い
て
他
に
類
を
見

な
い
が
、
歌
わ
れ
た
女
性
、
歌
っ
た
女
性
の
人
数
も
多
く
、
身
分
・
内
容
と
も

・
に
男
運
に
算
し
て
多
彩
で
、
「
母
」
に
限
っ
て
み
て
も
勅
撰
集
な
ど
に
比
べ
る

と
極
め
て
多
く
の
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
、
元
始
も
現
代
も
女
性
は

母
に
な
る
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
こ
に
大
き
な
面
こ
び
を
見
出
す

人
も
多
い
。
和
歌
の
世
界
で
も
、
自
由
に
詠
歌
の
対
象
を
撰
ぶ
こ
と
の
出
来
る

近
・
現
代
の
歌
人
達
の
多
く
が
、
母
の
歌
に
絶
唱
を
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
石

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ろ

川
啄
木
の
「
た
は
む
れ
に
母
を
背
負
ひ
て
、
そ
の
あ
ま
り
軽
き
に
泣
き
て
 
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ば
く
ら
め
 
 
 
 
は
り

歩
あ
ゆ
ま
ず
」
や
斎
藤
茂
吉
の
h
の
ど
赤
き
玄
鳥
ふ
た
つ
屋
梁
に
み
て
足
乳
、

ね
の
母
は
死
に
た
ま
ふ
な
り
」
が
い
か
に
人
口
に
膳
、
空
し
で
い
る
か
を
言
え
ば

充
分
で
あ
ろ
う
。

 
万
葉
人
達
の
心
に
生
き
た
母
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
い
か
に
歌

わ
れ
て
い
る
か
を
、
「
母
』
の
語
と
、
作
者
及
び
作
歌
事
情
の
二
方
面
か
ら
、

『
万
葉
集
」
全
量
を
対
象
に
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
紀
要
の
紙
幅

の
都
合
で
、
今
回
は
『
母
』
関
係
の
語
を
中
心
に
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
、
，
い

ず
れ
改
め
て
、
母
の
詠
ん
だ
と
明
か
な
歌
、
母
の
歌
と
思
わ
れ
る
歌
を
考
え
る
，

こ
と
に
す
る
。

 
さ
て
、
こ
こ
で
言
う
「
母
」
は
、
文
字
通
り
の
、
辞
書
の
第
一
義
の
「
母
」

で
、

 
 
①
親
の
う
ち
の
女
の
方
、
生
ん
だ
り
、
育
て
た
り
し
て
く
れ
た
女
親
。
実

 
 
母
・
養
母
・
継
母
の
総
称
。
母
親
。
お
ん
な
お
や
。
あ
お
や
。
 
〔
『
日
本

 
 
国
語
大
辞
典
」
小
学
館
〕

「
ノ（1

『
万
葉
の
母
」
 
」
「
母
」
の
語
を
中
心
に
ー



と
定
義
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
辞
典
に
、
第
二
義
と
し
て
説
く
所
の

 
-
⑧
物
事
を
生
み
出
す
も
と
と
な
る
も
の
。
ま
た
、
人
。

な
ど
に
あ
た
る
、
比
喩
的
な
「
母
」
は
用
例
と
し
て
『
万
葉
集
」
に
は
見
え
な

い
し
、
 
「
飛
鳥
・
大
和
・
天
地
・
海
」
な
ど
も
、
「
母
な
る
も
の
」
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
ま
り
に
対
象
が
広
が
る
の
で
今
は
考
察
し
な
い
こ
と
に

し
た
。

二

 
 
『
万
葉
集
」
に
入
る
前
に
「
記
紀
の
母
」
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
や

 
 
『
古
事
記
」
の
中
で
は
、
父
母
を
「
親
」
と
書
い
た
例
は
な
く
、
「
父
、
父

母
、
母
」
と
具
体
的
で
あ
り
、
全
体
で
、
「
父
…
十
八
例
（
父
王
も
含
む
）
。

父
母
…
三
例
。
母
…
十
五
例
。
」
で
「
父
」
と
「
母
」
の
用
例
に
あ
ま
り
差
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
し
な
だ
ひ
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
ぬ
し
や
か
は

な
い
。
結
婚
に
対
し
て
も
、
櫛
名
田
比
売
の
父
・
大
山
津
見
神
、
宮
主
矢
河

え
 
 
 
 
 
わ
に
の
ひ
ふ
れ
の
お
ほ
み

枝
比
売
の
父
・
丸
書
屋
比
布
礼
春
意
富
美
が
主
導
権
を
持
っ
て
い
る
じ
、
「
父

・
母
」
は
出
る
が
、
「
君
父
」
の
用
例
が
無
い
な
ど
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
『
万

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
お
や

葉
集
」
と
違
う
点
が
多
い
。
た
だ
「
御
祖
」
と
あ
る
十
例
全
て
が
母
親
を
指
す

こ
と
、
そ
の
中
、
，
「
垂
仁
記
」
に
あ
る
「
沙
本
毘
古
王
の
反
逆
物
語
」
や
、
「
応

神
町
」
に
あ
る
「
秋
山
之
下
家
壮
夫
と
春
山
之
霞
壮
夫
の
話
」
な
ど
で
は
、
三

章
中
で
「
母
」
と
「
御
祖
」
が
交
ぜ
用
い
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
、
 
『
古
事
記
」

の
「
御
祖
」
は
「
親
・
先
祖
」
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
勿
論
、
単
に
「
1
之

祖
」
と
し
て
出
る
場
合
は
「
先
祖
」
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
は
全
て
割
注
で
漢

文
体
を
採
っ
て
お
り
、
 
「
氏
族
の
出
自
」
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
本
来
の
旧
辞
・

や
帝
紀
の
古
伝
承
と
は
区
別
し
て
考
え
た
い
。

 
内
心
的
に
は
、
大
国
主
命
が
兄
弟
八
十
神
か
ら
殺
さ
れ
る
時
、
書
き
患
ひ
つ

つ
復
活
さ
せ
る
母
町
刺
国
等
比
売
の
姿
に
は
、
子
供
を
命
懸
け
で
守
る
母
の
様

子
が
重
な
る
し
、
兄
で
あ
る
沙
磁
器
古
平
に
従
っ
て
死
に
赴
く
沙
本
毘
売
に
対

し
て
、
夫
で
あ
る
垂
仁
天
皇
は
最
後
ま
で
救
お
う
と
す
る
が
、
、
そ
れ
が
失
敗
し

た
時
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を

 
 
凡
そ
子
の
名
は
必
ず
母
の
名
づ
く
る
を
、
何
と
か
是
の
子
の
御
名
を
ば
稻

 
さ
む
。

と
尋
ね
る
。
当
時
子
の
命
名
権
が
母
親
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

 
用
字
上
で
は
『
礼
記
」
「
曲
礼
」
に
「
生
日
・
父
日
・
母
．
死
日
レ
嘉
日
・
批
」

と
あ
る
「
亡
き
母
」
の
意
味
の
字
「
批
」
が
二
場
面
三
例
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
全
て
正
確
な
用
法
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
「
母
」
の
字
は
、
『
古
事
記
』
に
だ
け
見
ら
れ
る
、
上
代
特
殊
仮

名
遣
い
で
言
う
所
の
「
モ
」
の
乙
類
の
仮
名
で
あ
り
、
百
五
十
五
例
が
あ
る
。

 
次
に
『
日
本
書
紀
」
に
お
け
る
『
母
』
の
用
例
は
、
仮
名
の
用
例
（
甲
乙
は

乱
れ
て
い
る
）
五
十
四
例
を
含
め
て
、
百
九
十
一
例
が
見
出
さ
れ
る
。
同
母
か

異
母
か
を
明
記
す
る
な
ど
、
帝
紀
的
な
記
分
に
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「
神
武

紀
」
の

 
 
 
 
く
ざ
ゑ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
ざ
は
い
 
 
ま
ぬ
か

 
 
初
め
墨
縄
衛
巴
戦
に
、
人
有
り
て
大
き
な
る
樹
に
隠
れ
て
、
難
に
免

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ
く
し
び
 
お
も

 
る
る
こ
と
得
た
り
。
停
り
て
其
の
樹
を
指
し
て
曰
は
く
、
「
 
恩
 
、
母
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
つ
 
 
 
 
お
も
の
き
の
む
ら

 
如
し
」
と
い
ふ
。
時
人
、
因
り
て
其
の
地
を
號
け
て
、
母
木
邑
と
日
ふ
。

 
 
お
も
の
き
 
 
 
 
よ
こ
な
ば

 
今
飯
空
界
奇
と
云
ふ
は
託
れ
る
な
り
。

は
、
比
喩
の
形
で
は
あ
れ
、
'
母
の
愛
情
の
深
さ
を
素
直
に
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
っ

 
又
「
推
古
紀
」
に
、

（2）



 
（
三
十
四
年
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
が
め

 
 
是
歳
、
三
月
よ
り
九
月
に
至
る
ま
で
に
森
雨
ふ
る
。
天
下
、
大
ぎ
に
飢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
 
ほ
と
り
 
 
 
 
い
と
け
な
き

 
う
。
老
は
草
の
根
を
轍
ひ
て
、
道
の
垂
に
死
ぬ
。
．
幼
'
は
乳
を
含
み
て
、

 
母
子
共
に
死
ぬ
。

と
鱗
飢
の
絶
望
的
状
況
を
母
と
子
の
姿
を
以
っ
て
描
い
て
い
て
胸
を
打
つ
。

 
「
孝
徳
紀
」
に
出
て
い
る
有
名
な
「
男
女
の
法
」
は
、
大
化
改
新
の
最
初
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
っ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

立
法
で
あ
り
、
生
れ
た
子
供
の
帰
属
に
つ
い
て
、
父
に
配
け
る
か
母
に
配
け
る

か
を
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
。
親
族
法
で
の
男
系
主
義
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

 
 
良
男
良
女
共
に
生
め
ら
む
所
の
子
は
、
其
の
父
に
配
け
よ

．
と
第
一
条
に
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
社
会
の
主
流
で
あ
っ
た
母
系
性

を
否
定
し
て
い
る
点
で
新
し
い
が
、
他
の
条
で
明
か
な
よ
う
に
、
「
良
と
奴
蝉
」

を
厳
然
と
区
別
す
る
の
が
真
の
目
的
で
あ
っ
た
。

 
『
日
本
書
紀
』
で
も
、
「
父
母
」
は
あ
る
が
「
母
父
」
の
例
は
見
出
せ
な

い
。

三

 
『
万
葉
集
』
で
「
馬
歯
」
の
山
程
は
「
娩
・
母
・
波
波
・
艶
々
・
波
伴
・
穴

播
」
で
あ
り
、
同
義
語
之
し
て
「
ア
モ
（
阿
母
）
」
，
・
「
オ
モ
 
（
母
・
於
母
・
愚

母
・
意
毛
）
」
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
表
記
の
あ
る
歌
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る

の
で
、
ま
ず
右
の
表
記
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

 
「
批
」
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
礼
記
』
に
あ
る
文
字
密
法
が
本
来
の
も
の

で
、
 
『
古
事
記
」
の
三
例
は
こ
れ
に
完
全
に
適
っ
て
い
る
。
 
「
日
本
書
紀
』
で

は
二
例
あ
り
、
一
例
は
「
ヒ
」
の
仮
名
と
し
て
「
雄
略
紀
」
に
あ
る
が
、
乙
類

の
「
火
」
の
意
味
の
所
に
、
甲
類
の
文
字
で
あ
る
「
娩
」
が
書
か
れ
て
い
て
違

例
で
あ
る
。
い
ま
一
例
は
、
 
「
崇
峻
紀
」
で
、
多
毛
天
皇
を
、
亡
き
母
と
同
じ

「
万
葉
の
母
」
 
一
「
母
」
の
語
を
中
心
に
一

面
に
葬
る
と
い
う
所
で
「
妃
皇
后
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
正
確
な
用
法
で
あ

る
。 

こ
れ
に
対
し
て
『
万
葉
集
」
で
は
二
例
（
δ
三
）
 
（
λ
O
O
）
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
単
な
る
母
と
思
わ
れ
る
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 
「
母
」
は
他
の
仮
名
書
き
（
波
波
・
波
播
な
ど
）
の
例
そ
の
他
か
ら
「
ハ

ハ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
四
十
三
例
（
四
十
二
首
）
、
「
意
毛

知
知
が
た
あ
（
四
四
〇
二
）
」
と
あ
る
仮
名
書
き
の
例
か
ぢ
推
し
て
「
オ
モ
チ
チ
」

ど
訓
む
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
「
営
外
」
が
五
例
あ
る
。
こ
の
五
例
は
全
て
挽
歌

で
あ
る
。

 
「
ア
モ
」
は
「
記
紀
」
で
は
「
日
本
書
紀
」
に
一
例
、
「
雄
略
紀
歌
謡
」
の

中
に

 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む

 
 
道
に
闘
ふ
や
、
尾
代
の
子
、
阿
母
に
こ
そ
聞
こ
え
ず
あ
ら
め
、
国
に
は

 
聞
え
て
な

と
出
て
い
る
が
、
 
「
母
に
自
分
の
名
声
は
聞
こ
え
な
い
に
せ
よ
、
故
郷
の
人
に

は
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
歌
う
の
は
不
自
然
で
、
『
釈
日
本
紀
」
を
は
じ
め
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
メ

し
て
、
卜
部
家
系
統
の
原
文
「
阿
毎
」
．
を
採
用
し
、
 
「
天
H
天
上
・
宮
廷
」
と

考
え
る
方
が
正
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
『
万
葉
集
』
は
四
例
（
四
三
ゼ
六
・
四
ゴ
薯
・
四
三
ゼ
八
・
四
三
八
三
）
全
て
が
常
陸
国
の
防

人
の
歌
で
あ
り
「
ア
モ
」
は
東
国
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
オ
モ
チ
チ

 
「
オ
モ
」
は
「
母
父
」
と
盗
む
だ
ろ
う
五
例
（
四
四
三
ポ
…
三
七
・
ゴ
一
三
三
七
・
三
三

三
九
高
き
西
O
）
以
外
に
「
於
母
（
四
三
八
六
）
、
意
毛
（
四
四
〇
二
）
、
意
母
．
（
四
四
〇
一
）
」
と

あ
る
が
、
仮
名
書
き
の
三
例
は
い
ず
れ
も
防
人
歌
で
あ
る
。
た
だ
し
 
「
於
毛

（
莞
一
蓋
・
二
九
三
ハ
）
は
「
乳
母
」
の
意
味
で
あ
る
。

 
以
上
の
例
か
ら
も
推
定
で
き
る
よ
う
に
、
父
と
母
と
が
同
時
に
出
る
場
合
、

（3）



『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に

 
 
あ
も
し
し
（
名
）
東
国
語
。
…
…
〔
考
〕
中
央
語
で
は
、
父
と
母
を
い
う

 
場
合
、
常
に
チ
チ
ハ
ハ
と
い
い
、
 
二
丁
チ
チ
と
は
い
わ
な
い
α
東
国
の
歌

 
に
チ
チ
ハ
ハ
の
語
も
つ
か
わ
れ
て
い
る
が
、
ア
モ
・
オ
モ
と
複
合
す
る
と
き

 
は
、
ア
モ
シ
シ
・
オ
モ
チ
チ
で
、
シ
シ
ア
モ
・
チ
チ
オ
モ
と
は
い
わ
な
い
。

 
こ
の
現
象
を
、
古
い
母
系
制
の
反
映
と
み
る
説
も
あ
る
。

と
説
く
如
く
、
東
国
の
歌
に
は
「
母
」
を
「
父
」
よ
り
先
に
言
う
場
合
が
多

い
。
 
こ
れ
を
母
系
制
と
結
び
つ
け
る
事
の
当
否
は
別
に
し
て
、
 
東
歌
の
中
に

「
叱
る
母
」
が
多
い
事
、
『
万
葉
集
」
の
中
で
単
独
に
「
父
」
が
歌
わ
れ
て
い

る
の
は

 
四
三
巴
 
橘
の
垂
垂
利
の
里
に
父
を
置
き
て
道
の
長
道
は
行
き
か
て
ぬ
か
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
丈
二
足
麻
呂
）

の
た
だ
一
首
に
す
ぎ
な
い
事
、
を
考
え
る
と
「
子
・
と
く
に
娘
に
対
し
て
は
確

実
に
父
親
よ
り
も
母
親
の
権
利
が
強
か
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。

、
「
オ
ヤ
」
．
に
つ
い
て
み
る
と
、

 
三
六
三
 
み
さ
ご
み
る
荒
礒
に
生
ふ
る
名
乗
藻
の
よ
し
名
は
告
ら
せ
父
母
者
知

 
友
（
親
は
知
る
と
も
）

と
あ
る
よ
う
に
、
両
親
や
先
祖
を
意
味
す
る
が
、
「
母
」
だ
け
を
指
す
例
も
、

「
家
婦
が
京
に
在
す
尊
母
に
贈
ら
む
が
為
に
、
読
へ
ら
え
て
作
る
歌
」

 
巴
六
力
震
公
鳥
来
鳴
く
五
月
に
 
咲
き
に
ほ
ふ
 
花
橘
の
 
香
ぐ
は
し
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
さ
よ
ひ

 
於
夜
能
御
言
（
親
の
御
言
）
朝
暮
に
 
聞
か
ぬ
日
ま
ね
く
・
…
：

や 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
し
 
 
 
 
 
 
 
た
が

 
 
 
 
 
 
 
 
お
し

 
三
三
五
九
駿
河
の
海
礒
辺
に
生
ふ
る
海
つ
づ
ら
汝
を
た
の
み
母
に
違
ひ
ぬ

 
一
に
云
は
く
、

 
親
に
違
ひ
ぬ
。

な
ど
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
チ

 
以
上
「
母
」
関
係
の
語
に
つ
い
て
み
た
が
、
対
す
る
「
父
」
は
、
「
父
…
二

十
五
例
、
父
公
…
一
例
、
男
爵
…
十
三
例
」
の
計
三
十
六
例
で
、
 
「
母
」
の
半

数
以
下
で
あ
る
。

四

 
私
が
「
母
」
関
係
歌
と
し
て
対
象
に
し
ょ
う
と
す
る
歌
は
次
の
八
十
三
首
で

あ
る
。

 
面
恥
…
三
三
ゼ
・
四
四
三
。
巻
五
…
八
八
六
・
八
八
七
・
八
八
九
・
八
九
〇
・
八
九
丁
八
九
二
・
九
〇
四
。

 
巻
六
：
∴
9
三
。
三
七
…
三
〇
九
・
三
喜
。
三
九
…
一
茜
O
・
宅
五
五
・
喜
茜
・
ズ
O
O

 
・
天
〇
四
・
天
〇
九
。
巻
十
一
…
二
三
六
四
・
三
塁
八
・
二
四
〇
亨
二
四
九
五
・
二
五
宅
二
一
五
毛
・

二菰

O
山
・
二
五
茗
・
二
毫
O
・
一
養
三
毛
六
〇
。
巻
十
二
-
三
究
丁
三
8
？
三
6
二
。

巻
±
二
…
三
三
九
二
三
五
八
二
三
八
五
二
三
発
・
＝
一
晃
五
．
三
二
葛
引
．
三
三
三
。
三
三
四
．

 
三
三
三
六
・
三
三
訂
一
一
・
三
三
三
九
・
三
三
四
〇
。
 
巻
十
四
…
三
三
五
九
・
三
三
九
三
・
三
下
九
・
三
垂
九
。

 
巻
十
五
…
三
六
八
八
・
三
六
九
一
。
巻
十
六
…
三
七
九
一
・
三
益
一
．
乗
八
O
。
巻
十
七
…
三
九
杢
。

 
巻
十
八
…
四
δ
六
。
 
巻
十
九
…
四
一
六
四
・
酉
二
二
・
國
三
四
。
 
巻
二
十
…
四
三
二
三
・

 
四
三
五
・
四
三
三
ハ
・
野
一
二
八
・
四
三
三
〇
・
四
三
三
一
・
四
三
三
七
・
四
三
三
八
・
四
一
茜
O
・
四
三
四
二
．
四
三
四
四

 
・
四
三
四
六
・
四
三
四
八
・
四
三
五
六
・
四
三
其
．
四
三
薯
・
四
三
七
八
．
四
三
八
三
．
四
三
八
六
．
四
三
九
二
．
四
三
九
三

 
●
四
三
九
八
・
四
四
〇
一
 
●
．
四
四
〇
二
・
四
四
〇
八
。

 
一
見
し
て
分
る
こ
と
は
、
巻
に
よ
っ
て
歌
数
が
大
き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
ω
巻
十
ま
で
の
歌
数
が
十
八
首
、
巻
十
一
以
降
の
歌
数
が
六
十
五
首
と
乏
き
'

 
く
開
ぎ
が
あ
り
、
特
に
巻
四
ま
で
に
は
僅
か
二
首
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

 
ω
巻
一
・
二
・
四
・
八
・
十
に
は
対
象
歌
が
見
出
さ
れ
な
い
。

（4）



 
㈲
巻
十
一
・
十
二
・
二
十
に
集
中
し
、
な
か
で
も
巻
二
十
の
防
人
歌
の
中
に
、

 
対
象
歌
の
三
割
に
当
る
二
十
五
首
が
あ
る
。

繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
「
母
」
関
係
の
語
を
中
心
に
選
ん
だ
歌
で
あ
る
か
ら
、

「
万
葉
集
』
全
体
の
歌
の
中
に
、
右
だ
け
し
か
「
母
」
関
係
歌
が
な
い
と
言
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
直
接
的
に
「
母
」
が
歌
わ
れ
て
い
る
以
上
、
右
の
結
果
は

検
討
す
る
価
値
が
あ
る
、
と
思
う
。

○
巻
一
・
二
は
勅
撰
説
も
あ
る
よ
う
に
、
精
撰
さ
れ
て
名
作
の
多
い
、
整
然
と

し
た
編
成
の
巻
で
あ
る
。
宮
廷
関
係
歌
、
即
ち
天
皇
・
皇
子
女
の
作
。
宮
廷
歌

人
の
従
駕
の
歌
へ
貴
顕
の
人
の
相
聞
歌
、
柿
本
人
麻
呂
の
残
宮
挽
歌
な
ど
が
主

で
、
 
「
母
」
の
登
場
す
る
場
は
全
く
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

○
衣
偏
の
二
首
は
、
有
名
な
山
上
憶
良
の

 
三
三
七
 
三
三
七
憶
良
ら
は
今
は
罷
ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
れ
そ
の
母
も
吾
を
待

 
つ
ら
む
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
へ
 
こ

と
、
自
殺
し
た
上
部
龍
麿
を
傷
ん
だ
、
上
司
大
伴
三
中
の
歌
（
四
四
三
）
で
あ
る
。

憶
良
の
歌
は
、
大
宰
府
関
係
の
歌
の
中
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
亀
末
か

ら
天
平
初
め
の
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
年
が
七
十
歳
位
に
な
る
し
、
泣
く
子
が

誰
0
子
か
問
題
に
な
る
が
、
少
く
と
も
こ
の
歌
一
即
ち
宴
席
を
退
出
す
る
口
実

と
し
て
子
や
母
を
歌
う
一
を
許
容
す
る
世
界
が
大
宰
府
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

で
あ
る
し
、
又
そ
れ
が
許
さ
れ
る
と
串
良
は
考
え
た
事
も
注
意
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

 
三
中
の
歌
は
、
東
国
出
身
か
と
思
わ
れ
る
「
（
丈
部
氏
は
防
人
の
中
に
多
く
、

安
房
に
丈
部
の
地
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
）
龍
麿
の
家
族
に
思
い
を
馳
せ
て
歌
っ

た
も
の
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
は
ひ
べ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
て

 
四
三
三
…
．
垂
乳
根
の
 
母
の
命
は
 
斎
翁
を
前
に
据
ゑ
置
き
て
 
一
手
に
は

「
万
葉
の
母
』
 
1
「
母
」
の
語
を
申
心
に
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
き
た
ち
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
き

 
木
綿
取
り
持
ち
 
一
手
に
は
 
和
細
布
奉
り
 
平
ら
げ
く
 
ま
幸
く
ま
せ
と

 
 
 
 
 
か
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
し
つ
き
ひ

 
天
地
の
 
神
祇
を
乞
ひ
蕎
め
 
い
か
な
ら
む
 
歳
月
日
に
か
 
つ
つ
じ
花

 
に
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ろ
と
り

 
香
へ
る
君
が
 
牛
留
鳥
の
な
つ
さ
ひ
臨
む
と
立
ち
て
る
て
 
待
ち
け
む

 
人
は
…
…

と
、
母
が
息
子
の
旅
の
無
事
を
、
天
神
地
祇
に
祈
る
様
子
を
歌
っ
て
い
る
。

○
巻
四
は
全
歌
が
相
聞
歌
で
、
「
母
」
が
登
場
し
な
い
の
は
当
然
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
巻
十
一
・
十
二
の
相
聞
歌
、
あ
る
い
は
巻
十
四
の
歌
と
比
較
す
れ

ば
、
そ
れ
が
特
異
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
奈
良
朝
の
都
会
風
な
新
し
い

歌
、
家
持
周
辺
歌
の
世
界
に
可
母
」
が
歌
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
 
「
恋
愛
世

界
」
の
新
し
い
展
聞
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

○
巻
八
・
十
は
、
歌
を
四
季
で
分
類
し
、
更
に
そ
の
各
季
を
雑
歌
と
相
聞
に
分

け
る
が
、
歌
も
天
平
期
の
新
し
い
歌
で
、
上
品
・
流
麗
で
、
風
流
志
向
の
歌
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
に
も
「
母
」
を
詠
ん
だ
歌
は
全
く
見
当
ら
な
い
。

○
巻
十
一
十
二
は
目
録
に
「
古
今
相
聞
往
来
歌
類
之
上
・
・
輩
下
」
と
あ
る
よ
う

に
、
作
者
不
明
お
よ
び
人
麻
呂
歌
集
の
八
百
八
十
首
の
大
歌
群
か
ら
な
っ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
一

る
。
両
界
に
類
同
歌
が
多
い
こ
と
か
ら

 
 
こ
の
こ
と
は
鰻
重
が
い
か
に
類
歌
性
に
富
ん
で
い
る
か
、
換
言
す
れ
ば
両

 
巻
所
収
の
歌
が
い
か
に
当
代
の
歌
の
平
均
値
的
存
在
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
た

 
伝
講
性
に
富
ん
で
い
る
か
を
示
す
事
実
で
あ
る
。

と
説
か
れ
、
坂
上
郎
女
や
大
伴
家
持
周
辺
の
歌
人
の
歌
と
関
係
が
深
い
こ
と
か

注
二

ら 
 
春
巻
が
天
平
の
歌
人
に
よ
り
、
作
歌
参
考
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
…

が
言
わ
れ
る
が
、
歌
わ
れ
て
い
る
母
は
、
娘
の
所
へ
通
う
男
の
関
所
と
な
る
場

合
十
例
。

（5）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を

 
・
孟
五
七
 
た
ら
ち
ね
の
母
に
白
さ
な
公
も
我
も
逢
ふ
と
は
な
し
に
年
は
経
ぬ
べ

 
し

 
 
 
 
た
ま
あ
 
 
 
ね
 
 
 

コ
 
 
 
 
し
し
 
も

 
ぎ
O
O
 
霊
迎
へ
ば
相
宿
む
も
の
層
小
山
田
の
鹿
猪
田
遡
る
如
意
し
守
ら
す
も

蚕
を
養
っ
て
業
を
計
る
母
二
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
 
 
ま
よ
こ
も
 
 
こ
も
．

 
一
西
盗
 
た
ら
ち
ね
の
母
が
養
ふ
蚕
の
繭
隠
り
隠
れ
る
妹
を
見
む
よ
し
も
が

 
も

 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

娘
を
養
育
す
る
母
二
例

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
す
べ

 
二
三
交
 
た
ら
ち
ね
の
母
が
手
放
れ
か
く
ば
か
り
術
な
き
事
は
い
ま
だ
せ
な
く

 
に

他
と
な
て
い
る
。
両
巻
の
性
質
が
『
遊
仙
窟
』
を
下
敷
き
に
し
た
貴
族
的
知
的

．
な
歌
と
、
民
謡
風
な
歌
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
人
が
匿
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
三

て
い
る
が
、
中
川
幸
広
氏
の
論
に

 
 
歌
人
の
階
層
は
、
知
識
人
、
貴
族
、
中
、
下
級
官
人
と
広
く
厚
く
層
を
成

 
し
て
い
る
人
々
の
群
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
主
張
し
た
わ
け
で
あ

 
る
。

 
 
総
じ
て
巻
の
十
一
「
、
十
二
は
そ
の
よ
う
な
彼
等
の
生
活
の
嚢
の
部
分
の
ア

 
 
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
首
巻
の
歌
が

 
非
個
性
的
、
類
型
的
と
批
評
さ
れ
る
部
分
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
両
巻

 
 
の
作
者
た
ち
が
、
有
名
歌
人
を
生
み
出
す
厚
い
基
盤
の
部
分
を
成
す
階
層
の

 
人
た
ち
を
も
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
の
が
大
へ
ん
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
右
に
挙
げ
た
少
数
の
歌
か
ら
も
分

る
よ
う
に
、
「
母
」
を
詠
ん
だ
歌
は
、
貴
族
性
や
、
晴
の
世
界
と
対
立
す
る
所

に
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

○
巻
十
三
は
長
歌
を
基
本
と
し
た
集
で
（
短
歌
は
全
て
反
歌
で
あ
る
）
古
代
歌

謡
の
流
れ
を
強
く
受
け
て
い
る
が
、
巻
二
十
に
次
い
で
多
く
の
「
母
」
関
係
歌

を
収
め
て
い
る
。
相
聞
歌
に
お
け
る
「
母
」
ば
一
読
し
て
分
る
よ
う
に
庶
民

の
母
で
あ
る
し
、
挽
歌
の
中
で
は
、
故
郷
で
待
つ
、
 
「
行
路
死
入
の
母
」
で
あ

る
。

 
巻
二
十
の
「
母
」
は
全
て
防
人
歌
の
中
に
出
る
も
の
で
、
 
（
こ
の
う
ち
四
三
三

 
・
四
三
九
八
の
二
首
の
長
歌
は
大
伴
家
持
が
防
人
を
傷
ん
で
の
作
で
あ
る
。
）
、
天
平

」
勝
宝
七
歳
（
蓋
五
年
）
難
波
か
ら
筑
紫
に
出
発
し
た
防
人
達
の
限
界
状
況
で
の

作
で
あ
る
だ
け
に
切
々
と
し
て
胸
を
打
つ
。
国
が
分
り
、
作
者
名
も
明
か
で
あ

る
だ
け
に
、
三
十
四
の
東
歌
以
上
に
生
の
息
吹
の
伝
わ
る
作
品
群
で
あ
る
。
青

壮
年
の
男
達
の
母
を
思
う
情
は
、
幼
な
子
が
母
を
慕
う
の
と
同
じ
で
、
そ
の
卒

直
な
歌
い
ぶ
り
に
よ
っ
て
一
層
現
実
感
を
増
し
て
い
る
。

 
四
三
美
 
わ
が
母
の
袖
持
ち
撫
で
て
わ
が
か
ち
に
泣
き
し
心
を
忘
ら
え
ぬ
か
も

 
 
 
 
お
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
た
だ
 
 
 
み
づ
ら

 
四
三
薯
 
母
刀
自
も
玉
に
も
が
も
や
頂
き
て
角
髪
の
な
か
に
あ
へ
纒
か
ま
く

 
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
な
よ
そ
 
 
た
 
 
0
・
 
 
 
あ
も

 
四
三
八
三
 
津
の
国
の
海
の
な
ぎ
さ
に
船
装
ひ
発
し
出
詑
∪
時
に
母
が
目
も
が
も

 
以
上
巻
々
の
性
質
と
合
せ
て
、
「
母
」
関
係
歌
の
あ
り
方
を
探
っ
て
き
た
が
、

大
き
く
見
て
、
東
国
、
大
宰
府
、
古
歌
謡
、
庶
民
な
ど
と
関
係
が
深
く
、
晴
の

場
、
宮
廷
、
貴
族
社
会
と
対
立
的
な
歌
で
あ
る
事
が
分
っ
た
。

五

 
次
に
、
前
に
挙
げ
た
八
十
三
首
の
歌
を
、
歌
の
場
と
テ
ー
マ
な
ど
か
ら
考
え

て
み
た
い
。
歌
で
あ
る
か
ら
統
一
的
な
分
類
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う

に
分
け
る
と
最
も
『
万
葉
の
母
像
」
が
浮
か
び
上
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

 
ω
結
婚
と
母
。
ω
挽
歌
と
母
。
㈲
防
人
の
歌
と
母
。
ω
そ
の
他
、
．

（6 ），



 
ω
の
結
婚
と
母
に
関
す
る
歌
と
し
て
は
、
 
一
票
四
・
二
三
六
四
・
二
四
〇
七
・
一
重
七
・

二
五
二
七
・
二
五
三
七
二
琶
砦
・
二
喜
O
・
三
ハ
八
亨
二
七
六
〇
・
一
δ
O
O
・
三
〇
二
・
三
八
五
二
三
八
九
・

三二

繻
ﾜ
二
三
九
六
・
三
一
三
二
・
三
三
尭
、
・
三
三
九
三
・
三
亜
九
二
一
蓋
二
九
・
三
八
＝
の
二
十
一
首
を
挙

げ
る
ご
と
が
出
来
る
。
「
古
事
記
」
な
ど
で
見
る
と
、
子
供
の
結
婚
に
対
し
て
、

必
ず
し
も
母
親
が
決
定
権
を
持
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』

で
は
、
母
親
の
億
向
が
結
婚
を
左
右
す
る
Z
歌
う
例
が
極
め
て
多
い
。
も
ち
ろ

ん
こ
こ
で
言
う
結
婚
は
、
殆
ん
ど
「
男
女
関
係
の
成
立
」
位
の
意
味
で
あ
っ

て
、
今
日
的
な
意
味
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
以
上
の
二
十
一
首
申
、
父
も
と
も

に
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
三
二
九
五
二
三
空
ハ
・
三
一
三
二
だ
け
で
、
三
ご
九
五
・
三
三
三
の
二
首

は
長
歌
で
、
母
に
つ
づ
け
て
対
句
と
し
て
父
が
出
て
い
る
感
の
あ
る
も
の
で
あ

る
。
歌
を
男
女
の
進
行
状
態
か
ら
見
る
と
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

 
三
〇
二
 
た
ら
ち
ね
の
母
が
召
ぶ
名
を
申
さ
め
ど
路
行
く
人
を
誰
と
知
り
て
か

 
 
 
 
 
 
 
 
こ

 
三
亜
九
 
汝
が
母
に
噴
ら
れ
吾
は
行
く
青
雲
の
い
で
来
吾
妹
子
あ
ひ
見
て
行
か

 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
し

 
一
鼠
戸
 
た
ら
ち
ね
の
母
に
障
ら
ば
い
た
づ
ら
に
汝
、
ざ
吾
も
事
や
成
る
べ
き

 
 
 
 
だ
れ
 
を
す
 
 
す
け
き

 
一
三
六
四
 
玉
垂
の
小
簾
の
隙
に
入
り
通
ひ
来
ぬ
た
ら
ち
ね
・
の
母
が
問
は
さ
ば

 
風
と
申
さ
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
を

 
一
一
蓋
ゼ
 
た
ら
ち
ね
の
母
に
白
さ
な
公
も
我
も
逢
ふ
と
は
な
し
に
年
は
経
ぬ
べ

 
し

 
二
五
七
〇
 
か
く
の
み
し
恋
ひ
ば
死
ぬ
べ
み
た
ら
ち
ね
の
母
に
も
告
げ
つ
止
ま
ず

 
通
は
せ

こ
十
一
首
の
中
で
、
明
か
に
男
性
の
歌
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
三
九
五
土
嚢
加
六
・

壼
先
・
三
垂
九
の
四
首
で
、
特
些
三
九
置
は
両
親
と
息
子
が
結
婚
に
つ
い
て
問
答
を

し
て
い
る
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。

「
万
葉
の
母
』
 
1
「
母
」
の
語
を
中
心
に
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
た
つ
ち

 
三
一
完
五
 
う
ち
日
さ
つ
 
三
宅
の
原
ゆ
 
直
土
に
 
足
踏
み
貫
き
 
夏
草
を

 
腰
に
な
つ
み
 
如
何
な
る
や
 
人
の
子
ゆ
ゑ
そ
 
通
は
す
も
吾
子
（
以
上
両

 
 
 
 
 
 
 
 
う
べ

・
親
の
問
い
の
部
分
）
諾
な
諾
な
 
母
は
知
ら
じ
 
諾
な
諾
な
 
父
は
知
ら
じ

 
み
な
 
わ
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ゆ
ふ
も

 
蜷
の
腸
 
か
黒
き
髪
に
 
眞
木
綿
以
ち
 
あ
ざ
さ
結
ひ
垂
れ
 
大
和
の
 
黄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
す
た
へ

 
楊
の
小
櫛
を
 
抑
へ
挿
す
 
刺
細
の
子
 
そ
れ
そ
 
わ
が
妻
（
以
上
息
子

 
の
答
の
部
分
Y

娘
の
結
婚
に
大
き
な
期
待
を
よ
せ
る
母
親
と
し
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
『
伊
勢
物
語
』
東
下
り
の
一
段
で
あ
る
。

 
 
昔
、
男
、
む
さ
し
の
く
に
㌧
、
ま
ど
ひ
あ
り
き
け
り
。
そ
の
く
に
な
る
を

 
ん
な
を
、
よ
ぱ
ひ
け
り
。
父
は
こ
と
人
に
あ
は
せ
む
と
い
ひ
け
る
に
、
母
な

 
ん
あ
て
な
る
人
に
、
こ
こ
ろ
づ
け
た
り
け
る
。
ち
ぢ
は
た
だ
人
に
て
、
は
は

 
な
む
藤
原
な
り
け
る
。
さ
て
な
む
あ
て
な
る
人
に
と
は
お
も
ひ
け
る

実
生
活
で
苦
し
い
思
い
を
娘
に
さ
せ
た
く
な
い
と
思
う
母
親
は
、
身
分
や
貧
富

の
点
に
特
に
気
を
配
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
み
は
か
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま

 
三
八
九
 
御
偲
を
 
剣
の
池
の
 
蓮
葉
に
 
晦
れ
る
水
の
 
行
方
無
み
 
わ

 
が
す
る
時
に
・
逢
ふ
べ
し
と
 
逢
ひ
た
る
君
を
 
な
疲
そ
と
 
母
聞
せ
ど
も

 
 
 
こ
こ
ろ

 
わ
が
情
 
三
隅
の
池
の
 
池
の
底
 
わ
れ
は
忘
れ
じ
 
た
だ
に
逢
ふ
ま
で

 
に

行
方
無
き
心
の
娘
と
、
 
「
な
農
そ
」
と
忠
告
す
る
母
、
，
で
は
あ
る
が
、
娘
の
気

持
が
ゆ
ら
ぎ
な
き
も
の
と
知
れ
ば
二
人
の
仲
を
認
め
、
夫
が
通
っ
て
来
な
く
な

る
と
、
恋
の
病
に
沈
む
娘
に
替
っ
て
夕
占
（
夕
方
、
道
路
に
出
て
、
通
る
人
の

言
葉
で
占
う
方
法
）
を
す
る
（
三
八
＝
）
母
親
で
あ
っ
た
。
娘
の
歌
に
父
親
が
出

る
の
は
（
…
三
）
一
首
で
、
実
質
的
に
父
の
役
割
が
全
く
歌
わ
れ
て
い
な
い
の

は
見
事
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
子
供
の
養
育
に
母
親
の
力
が
大
き
く
働
く

（7）



と
は
言
え
、
「
…
奥
床
に
、
母
は
農
た
り
、
外
床
に
父
は
寝
た
り
…
」
（
三
三
・
三
）

の
よ
う
に
父
母
が
同
居
し
て
い
る
状
態
で
父
親
を
恐
れ
る
娘
の
い
な
い
こ
と
は

不
思
議
で
あ
る
。
結
局
、
和
歌
の
世
界
で
の
結
果
と
考
え
、
現
実
と
は
か
な
り

隔
り
が
あ
る
と
す
る
の
が
最
も
簡
単
な
解
釈
で
あ
ろ
う
が
、
歌
は
時
代
を
写
す

鏡
で
あ
る
事
を
思
う
と
、
歌
は
、
や
や
古
く
、
地
方
的
、
庶
民
的
な
世
界
を

歌
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
『
古
事
記
」

 
 
 
ニ
 
ニ
 
ギ
 
ノ

で
、
 
適
々
藝
能
命
に
求
婚
さ
れ
た
木
花
之
佐
久
夜
量
売
が

 
 
あ
 
 
 
 
ま
を

 
 
僕
は
三
白
さ
じ
。
僕
が
父
大
山
津
見
神
そ
白
さ
む
。

と
云
っ
た
り
、
豊
玉
直
売
命
と
火
遠
理
命
の
結
婚
に
常
に
関
与
し
た
父
・
綿
津

見
神
の
存
在
㍉
応
神
天
皇
に
求
婚
さ
れ
た
、
宮
闇
黒
河
枝
比
売
が
相
談
し
た
父

・
丸
遍
之
比
布
礼
言
意
富
美
な
ど
は
、
天
皇
家
と
の
関
係
が
語
ら
れ
る
の
で
。

「
父
」
が
前
面
に
出
て
来
た
と
考
え
る
べ
で
き
あ
ろ
う
。
即
ち
、
褻
の
世
界
の

権
力
者
「
母
」
と
「
晴
」
の
世
界
の
代
表
者
「
父
」
と
が
、
見
事
に
『
万
葉

集
」
と
『
古
事
記
」
の
中
で
対
立
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
に
な
る
。

ω
挽
歌
と
母
忙
関
す
る
歌
と
し
て
は
、
四
四
三
・
八
八
六
・
八
八
七
・
八
八
九
・
八
九
〇
・
八
三
・

九
〇
四
二
八
O
O
・
ズ
〇
四
・
一
八
〇
九
・
三
三
一
柔
・
三
三
三
七
・
喜
一
言
充
・
三
三
四
〇
・
三
六
八
八
・
三
六
空
・

四
二
二
・
四
三
四
の
十
八
首
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
挽
歌
の
手
法
の
二
つ
と
b
て
、
別
れ
た
時
の
、
あ
る
い
は
家
で
待
つ
父
母
・

妻
子
を
具
体
的
に
歌
う
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
の
の
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
お
も
ち
ぢ

 
四
四
三
 
天
田
の
 
向
伏
す
国
の
 
武
士
と
 
い
は
ゆ
る
人
は
…
…
翁
忌
に

 
 
 
ど
も

 
妻
に
子
等
に
 
語
ら
ひ
て
 
立
ち
に
し
日
よ
り
…
…
（
天
平
元
年
己
巳
、
摂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
な
 
み
ま
か

 
津
国
の
斑
田
の
史
生
都
響
龍
麿
自
ら
繁
き
替
り
し
時
、
判
官
大
伴
宿
禰
三

 
中
の
作
る
歌
」
）

 
八
八
六
 
う
ち
日
さ
す
 
宮
へ
上
る
と
 
た
ら
ち
し
ゃ
 
母
が
手
離
れ
 
常
知

 
ら
ぬ
国
の
奥
庭
を
 
百
重
山
 
越
え
て
過
ぎ
行
き
…
…
床
じ
も
の
 
う
ち

 
こ

 
臥
ひ
伏
し
て
 
思
ひ
つ
つ
 
嘆
き
臥
せ
ら
く
 
国
に
在
ら
ば
 
父
と
り
見
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
の
な
か

 
し
家
に
在
ら
ば
母
と
り
見
ま
し
世
間
は
か
く
の
み
な
ら
し
犬

 
じ
も
の
 
道
に
伏
し
て
や
 
命
過
ぎ
な
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ぼ
ぽ
い
っ
ち
あ

 
八
八
七
 
た
ら
ち
し
の
母
が
自
見
ず
て
欝
し
く
何
方
向
き
て
か
吾
が
別
る
ら

む
（
以
上
二
首
「
望
み
て
熊
笹
の
為
に
其
の
志
を
述
ぶ
る
歌
に
和
ふ
る
六
首
筑

前
国
守
山
上
憶
良
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
か
た
か

 
三
三
三
ゼ
 
母
父
も
妻
も
子
ど
も
も
高
高
に
来
む
と
待
ち
け
む
人
の
悲
し
さ

 
 
 
「
す
め
ら
き
 
 
 
 
 
み
か
ど

 
三
六
八
八
 
天
皇
の
 
遠
の
朝
廷
と
 
韓
国
に
 
渡
る
わ
が
背
は
 
家
人
の

 
い
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
や
ま
ち

 
斎
ひ
待
た
ね
か
 
正
身
か
も
 
 
過
し
け
む
 
秋
さ
ら
ば
 
帰
り
ま
さ
む

 
と
 
た
ら
ち
ね
の
 
母
に
申
し
て
 
時
も
過
ぎ
 
月
も
経
ぬ
れ
ば
 
今
日
か

 
来
む
 
明
日
か
も
来
む
と
 
家
人
は
 
待
ち
恋
ふ
ら
む
に
 
遠
の
国
．
い
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か

 
だ
も
着
か
ず
 
大
和
を
も
 
遠
く
離
り
て
 
石
が
根
の
 
荒
き
島
根
に
 
宿

 
り
す
る
君

 
三
六
八
九
 
石
田
野
に
宿
り
す
る
君
家
人
の
い
づ
ら
と
ね
れ
を
問
は
ば
如
何
に
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
や
み

 
は
む
（
以
上
二
首
「
璽
岐
の
島
に
到
り
て
、
雪
三
宅
満
の
忽
に
鬼
病
に
遇
ひ

 
 
み
ま
か

 
て
死
去
り
し
時
に
作
る
歌
」
）

『
万
葉
集
」
の
中
に
は
「
行
路
死
人
」
を
傷
む
歌
が
散
見
す
る
が
、
今
日
か
ら

は
想
像
す
る
事
も
出
来
な
い
旅
の
困
難
さ
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
驚
ぐ
に
は

当
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
『
日
本
書
紀
』
歌
謡
に
も
見
出
さ
れ
る
、
聖
徳

太
子
の
「
片
岡
山
の
王
者
へ
．
の
歌
」
 
（
推
古
紀
）
か
ら
始
ま
っ
て
、
「
柿
本
朝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
し

臣
人
麿
、
香
具
山
の
屍
を
見
て
、
舞
働
び
て
作
る
歌
」
 
（
四
三
ハ
）
、
「
和
銅
四
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
し

辛
亥
、
河
辺
宮
人
、
姫
島
の
松
原
に
美
人
の
屍
を
見
て
、
哀
鄙
び
て
作
る
歌
四

（8）



、

首
」
 
（
四
三
四
～
四
三
七
）
な
ど
挽
歌
の
中
に
入
っ
て
い
る
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
や
ど
り
 
 
 
 
 
つ
ま

 
 
四
二
六
 
草
枕
旅
の
宿
に
誰
が
夫
か
国
忘
れ
た
る
家
待
た
ま
く
に

、
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
旅
の
宿
り
」
と
「
故
郷
・
家
族
」
を
対
比
さ
せ
る
の

が
典
型
で
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
父
母
、
な
か
で
も
「
母
」
を
歌
う
も
の
が

増
え
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

 
㈲
防
人
の
歌
と
母
に
関
す
る
歌
は
、
 
「
挽
歌
と
母
」
に
挙
げ
た
歌
も
、
旅
の

途
上
の
歌
と
考
え
る
と
無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
特
に
巻
二
十
の
防
人

歌
に
限
っ
た
の
は
、
作
者
の
出
身
地
・
氏
名
・
製
作
年
代
が
明
か
で
、
集
め
ら

れ
た
事
情
も
判
明
し
て
い
る
し
、
防
人
と
い
う
限
界
状
況
の
作
品
だ
か
ち
、
一

括
し
．
て
検
討
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

 
四
三
三
丁
四
三
五
・
圏
一
三
六
・
四
三
二
八
・
四
三
冒
一
〇
・
四
三
三
・
四
三
三
亨
四
三
三
八
・
四
三
四
〇
・
四
三
四
一
一

．
四
三
四
四
・
四
三
四
六
・
四
三
四
八
・
四
三
五
六
・
四
三
芙
・
四
 
一
罪
・
四
三
七
八
・
四
三
八
三
・
四
一
丞
ハ
．
四
三
九
二

・
四
三
九
三
・
囚
三
九
八
・
四
四
9
、
・
四
四
〇
二
・
四
四
〇
八
の
二
十
五
首
で
あ
る
が
四
三
三
・
四
三
九
八

一
四
四
〇
八
の
三
首
は
防
人
達
の
歌
に
感
銘
を
受
け
た
家
持
の
歌
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
除
い
て
も
、
巻
二
十
の
全
防
人
歌
九
十
二
首
（
昔
年
の
防
人
の
歌
九
首

を
含
め
て
）
中
二
十
二
首
、
約
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
歌
に
母
が
歌
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
又
家
持
が
詠
ん
だ
防
人
関
連
歌
十
七
首
中
三
首
に
母
が
歌
わ

れ
て
い
る
の
は
、
防
人
達
の
歌
に
ひ
か
れ
て
の
事
と
思
わ
れ
る
し
、
行
路
死
人

歌
の
系
列
に
準
じ
て
詠
ん
だ
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

 
東
国
（
遠
江
・
相
模
・
上
総
・
常
陸
他
）
か
ら
徴
集
さ
れ
て
、
難
波
を
発
ち
、

筑
紫
・
壱
岐
・
対
馬
の
辺
境
を
守
る
防
人
は
、
三
年
で
交
替
と
は
言
え
、
ま
さ
し

く
「
古
来
征
戦
幾
人
か
帰
る
」
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
極
限
状
況
で
の
歌
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
も

あ
っ
て
み
れ
ば
、
家
に
あ
る
家
族
へ
思
い
を
思
せ
ら
せ
る
の
は
当
然
で
、
妹
・

『
万
葉
の
母
』
 
1
「
母
」
の
語
を
中
心
に
一

妻
と
並
ん
で
母
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

 
四
三
三
二
時
時
の
花
は
咲
け
ど
も
何
す
れ
そ
母
と
ふ
花
の
咲
き
出
来
ず
け
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
の
は
 
 
け

 
四
三
三
七
 
水
鳥
の
発
ち
の
急
き
に
父
母
に
物
言
ず
来
に
て
今
ぞ
悔
し
き

 
 
 
 
た
た
み
け
め

 
四
三
三
八
 
畳
白
雪
良
自
が
磯
の
離
磯
の
母
を
離
れ
て
行
く
が
悲
し
さ

 
 
 
 
ま
 
け
は
し
ら
ほ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
め

 
四
三
四
二
真
木
柱
讃
め
て
造
れ
る
殿
の
如
い
ま
せ
母
刀
自
面
変
り
せ
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
と
ば

 
四
三
空
ハ
父
母
が
頭
か
き
撫
で
幸
く
あ
れ
て
い
ひ
し
言
葉
ぜ
忘
れ
か
ね
つ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ら

 
四
三
五
六
 
わ
が
母
の
袖
持
ち
撫
で
て
わ
が
故
に
泣
き
し
心
を
忘
ら
え
ぬ
か
も

 
 
 
'
あ
め
つ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ
く
，

 
四
三
九
二
 
天
地
の
い
つ
れ
の
神
を
祈
ら
ば
か
愛
し
母
に
ま
た
言
問
は
む

中
に
は
、
母
を
失
っ
，
て
い
る
子
を
残
し
て
防
人
に
発
っ
た
悲
し
み
を

 
四
四
9
 
か
ら
こ
ろ
む
裾
に
取
り
つ
き
泣
く
子
ら
を
置
き
て
そ
来
ぬ
や
母
な
し

 
に
し
て

と
歌
っ
た
も
の
も
あ
る
。

 
ω
そ
の
他
の
「
母
の
歌
」
で
あ
る
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
な
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
み
の
ぼ

 
δ
三
 
父
島
に
 
吾
は
愛
子
ぞ
 
母
刀
自
に
 
わ
れ
は
愛
子
そ
 
参
上
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
し
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
か

 
八
十
氏
人
の
 
手
塗
す
る
 
 
恐
の
坂
に
 
幣
奉
り
 
わ
れ
は
ぞ
退
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
が

 
遠
き
土
佐
道
を
（
「
石
上
乙
麿
卿
の
土
佐
市
に
配
さ
え
し
時
の
歌
」
）

と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
を
両
親
の
最
愛
の
子
だ
と
言
い
き
る
激
し
さ
は
す
が
す

が
し
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
づ
ま

 
三
三
四
 
つ
ぎ
ね
ふ
 
山
城
道
を
 
他
夫
の
 
馬
よ
り
行
く
に
 
己
夫
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね

が
ら

 
歩
よ
り
行
け
ば
 
見
る
ご
と
に
 
契
の
み
し
泣
か
ゆ
 
春
思
ふ
に

 
し
 
た
ら
ち
ね
の
 
母
が
形
見
ど
 
わ
が
持
て
る
 
ま
さ
み
鏡
に

 
ひ
れ
 
 
 
 
 
な

 
領
巾
 
負
ひ
並
め
持
ち
て
 
等
比
へ
わ
が
背

に
は
「
母
の
形
見
」
の
鏡
が
出
て
く
る
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
た
だ
み
 
 
 
 
 
ひ
り

 
三
八
八
O
香
悉
曇
の
机
の
島
の
小
男
を
い
拾
ひ
持
ち
来
て

心
し
痛

あ
き
つ

蜻
蛉

石
以
ち

（9）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
！

つ
つ
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
ご
と
揉
み
 
高
書
に
盛
り

，
突
き
破
り
 
早
川
に
 
洗
ひ
濯
ぎ
 
辛
塩
に

机
に
立
て
て
量
奉
り
っ
や
麹
づ
児
の
刀
三
三
に
麟
り
つ
や
愛
づ

 
児
の
力
自

は
、
 
『
土
左
日
記
』
の
ふ
な
う
た

 
 
は
る
の
の
に
て
ぞ
、
ね
を
ば
な
く
、
わ
か
す
～
き
に
、
て
き
る
き
る
つ
ん

 
 
だ
る
な
を
、
お
や
や
ま
ぼ
る
ら
ん
、
し
ヶ
と
め
や
く
ふ
ら
ん
か
へ
ら
や
。

を
思
わ
せ
る
能
登
国
の
民
謡
で
、
コ
シ
タ
カ
ガ
ン
カ
ラ
を
両
親
に
奉
げ
る
主
婦

が
歌
わ
れ
て
い
る
。

 
父
や
母
と
呼
ば
れ
る
の
は
人
戸
だ
け
で
ば
な
く
、

垂
鶯
の
罐
0
中
に
確
侭
麟
独
り
生
れ
て
勘
が
父
に
似

 
て
は
鳴
か
ず
 
己
が
母
に
 
似
て
は
鳴
か
ず
…
（
「
覆
公
鳥
を
詠
む
」
高
橋

 
連
虫
麿
）

 
三
九
近
揚
海
舶
八
＋
あ
り
八
＋
島
の
騒
確
率
あ
り
立
て
る

 
花
橘
を
 
末
枝
に
 
鵜
引
き
懸
け
 
中
つ
枝
に
 
斑
鳩
懸
け
 
下
枝
に

 
ひ
め
を
懸
け
 
己
が
母
を
 
取
ら
く
を
知
ら
に
 
己
が
父
を
 
取
ら
く
を
知

 
ら
に
 
い
そ
ば
ひ
居
る
よ
 
斑
鳩
と
ひ
め
と

の
よ
う
に
、
ボ
ト
ト
ギ
ス
が
ウ
グ
イ
ス
の
巣
に
卵
を
産
み
、
回
り
親
に
育
て
さ

せ
る
習
性
、
鳥
魏
で
鳥
を
捕
え
る
方
法
、
と
い
う
珍
ら
し
い
題
材
で
あ
る
が

「
母
」
．
は
こ
こ
に
も
歌
わ
れ
て
い
て
、
、
面
白
い
歌
と
な
っ
て
い
る
。

、

 
 
 
 
 
 
 
 
六

 
 
「
母
」
の
語
を
中
心
に
『
万
葉
集
」
の
歌
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
集

中
に
は
、
作
者
や
作
歌
事
情
（
題
詞
、
左
注
か
ら
知
る
）
か
ら
し
て
、
母
と
し

，
て
の
歌
と
思
わ
れ
る
も
の
、
例
え
ば
「
京
師
よ
り
来
り
贈
れ
る
歌
」
の
反
歌

 
四
三
一
か
く
ば
か
り
恋
し
く
あ
ら
ば
ま
そ
鏡
見
ぬ
日
時
な
く
あ
ら
ま
し
も
の

 
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
す
め

 
 
右
の
二
首
は
、
噛
大
伴
氏
坂
上
郎
女
、
女
子
の
大
嬢
に
賜
へ
り
．

な
ど
が
他
に
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
本
稿
で
は
へ
単
純
に
「
母
」
の
語

を
見
る
こ
と
で
何
等
か
の
結
論
が
出
な
い
か
と
探
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
既

に
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、
褻
の
世
界
、
地
方
の
無
名
の
庶
民
の
歌
に
多
く

歌
わ
れ
、
娘
の
結
婚
を
左
右
し
、
命
を
懸
け
た
異
国
へ
の
旅
め
途
中
で
思
い
出

さ
れ
、
死
者
を
悼
む
歌
で
歌
わ
れ
る
の
が
「
母
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
母

の
姿
は
、
決
し
て
万
葉
の
世
界
だ
け
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
今
日
も
同
じ

で
あ
る
事
を
改
め
て
思
い
出
さ
せ
る
が
、
そ
れ
も
又
『
万
葉
集
」
の
存
在
価
値

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
一
 
日
本
右
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
三
」
各
巻
の
解
説

注
二
 
前
掲
書
の
同
所
。

注
三
 
中
川
幸
広
「
万
葉
集
巻
十
一

 
 
叢
書
「
万
葉
集
H
」
所
収
）

・
十
二
試
論
」
 
（
日
本
文
学
研
究
資
料

（10）


